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　近年．食生活を 囲む環境が 急激 に 変化 し，益 々 多様化

してい る 。 そ して 外食産業 の 発達 ， 輸入食品．加工 食品

の 急戦 どに よ 縦 来に ない ・ ユ
＿ カミ家庭に 燈 場 し

て い る 。 こ の 様 な背景の 中 で，日本人 の 食品の 嗜好は今
後 どの よ うに 変わ っ て行 くの であろ うか

． 日本入 の 錨
＊

　 味の 素 （株）
＊＊

　関東学 腕 女子短期大学

58

の 嗜好に つ い て 年齢，地 域，性 とい っ た デ モ グ ラフ ィ ッ

ク特 性 か らみ た 研究 は 行 なわ れ て い る 1）2）3）。しか しなが

ら．食品 の 嗜好を 構造化，定量化 して嗜好の 特微 を把 握

した もの ，及 び 時系列 的 に 嗜好が ど う変化 した か を 証明

した 研究 は な い 。著者 らは ．食品の 嗜好 の 変化を 捉える

た め 食品 の 嗜好を 規定 して い る因子を明 らか に す る こ と，

及 び これ らの 因子 を 通 し て食品 の 嗜好の 時系歹躑 匕を 倹

討す る こ を 目的 に 1978年，1980年．1982年の 3 回 に わ た

り．それ ぞれ全国12歳以上の 男女約 5000人 を対象に 嗜好
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調査を実施 した 。

　1978年調査 の 解析に つ い て は 本誌に 過去 2 報に わ た っ

て 報 告 して い る。

　即 ち．第 1 報
4） で は，食品の好み に つ い て従来か らよ

くと りあげられ て きた デ モ グ ラ フ ィ ッ ク要因で は ，年齢，

地域 ，性 の 順 に 食 品 の 好 み に 影 響 して い る こ と．そ して

デ モ グ ラ フ n ッ ク 要因で は 十分説明きで ない 部分 を，多

変量解析 よ り導きだ し た 7 つ の 嗜好因子を用 い る こ とに

よ っ て 説明で きる こ とを，統計的 に 確か め 報告した 。

　第 2 鞭
）

に お い て は，「好 きな食品数」 と　「嫌 い な食

品数 」 の 関 係を み る こ とに よ b，男 女 とも に 30歳 と40tt

の 間に 食品 の 好み の 積極 さに 断層がある こ と を 報 告 し

た。

　木 報 で は 過去 3 回の 調査結果を利用 し
， （1）年齢，地域

の 特徴を 嗜好因子を 用 い て 捉えた。  年齢階層間 の食品

の 嗜好 の特徴を嗜好因子 及 び そ の 代表食品
4） を用 い て 明

らか に した。  地域 の 嗜好 の 近似度 を嗜好因子及 び そ の

代表食品を 用 い て 明らか に した。

表 1，調 査 対 象

性

性

答

　

　

回

男

女

無

別性

年　齢 10　 代

　　　 20　 代

　　　 30　 代

　　　 40　 代

　 　 　 50　 代

60 代 〜

無 回 答

共1司研究者 ：大塚慎
一

郎．山中正彦，鈴 木雅 子 （旅の 素株式 会社
＊
），関

東学院女子短期大学
＊＊，熊野昭子 （香川県明善短期大学），永野君子 （帝

塚山短期大学），竹内厚子 （山田家政短期大学）．大野 知子，長谷川孝子

（名古屋栄薺短期 大学），下志万千鶴子 （武庫川 女子大学），菅淑江 （中

国 短 期大学），松沢栄子 （共立女子大学）．小森 ノ イ 〔青葉学 園短 期大

学），西岡葉子 （服部栄養専 門学校）

地 　域 北 海 道

北

東

陸

海

畿

東

関

北

東

近

中国四国

九　 　州

無 回 答

第 1 回
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傚
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ノ
〆
父
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（％）
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．1

第 2 回
（1980）

燉
ω
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1005101799510541003890

　 19148308134342310931071852745

割合
（％）

45．654
．4

16．817
．016

．617
．616

．814
．90
．32

．55
．122

．47
．118
．317
．914
．212
，5

第 3 回
（1982）

瀚
数
Q

人
σ

29913094

　 6105

⊂）

1002

ユ01410461026952

　 119442316823728941278894326

　 28

49．150
．80
．117

．216
．516

．617
，216

，815
，60
．O3

．26

．927
．66
．114
．72

正．014
，75
．40
，5

合 計 1　45・7 ls98・11 ・・9・1

』 ．調査 の 概要

　　〔調査対象〕全国16都市 の 12歳以上 の 男女 （表 1）。

　　〔調査時期〕第 1回 目は 1978年，第 2 回目は 1980年．

　第 3 回 目は 1982年の そ れぞれ 10月に実施。

　 〔調 査 項 目〕
一般 に 普 及 し て い る 料理 ，食品を 主体 に

主食類，惣菜類 ，飲料，菓子，ス ナ ッ ク 類など全般か ら

選 ん だ。また ，肉 ・魚介 ・卵等 の 素材，和 ・洋 ・中の 料

理形態 も落ち が な い 様 に 配 慮 した 。 更 に ，時系列変化を

お うた め に
， 普及度 は 低 い が 今後急速 に 普及 して い く可

能憧 の ある新 しい 料理 ・食品，及び 伝統的なもの も
一

部

加え．計 145 食品 を選定 した 。

　 〔調査内容及び方法〕図 1−1 に 示す調査票で ，食品を

5 段 階 の 嗜好尺度を用 い ，留置 自記入 法 を採 っ た。尚，

回収時に 面接を行 な い ，不 明点 を説 明す る よ う配慮 した
。

又，食品 の 味付け ， 食感等に 対する好み を 図 1−2 に 示す

様 に 2 段階尺 度 で 捉え た 。 調査 に 当た っ て は ．地域 の バ

ラ ン ス を と るた め 他 大 学 の 研究者 の 協力を 得た
。

質問 1．次 の 食品や 料理 につ い て ， あな た の
t‘
好み

”

を お

　 　 　 答 え下 さい 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 L 　2，　3，　4．　5．

12345和 菓子 （よ うか ん ，もなか 等）

洋菓子（ケーキ，
飴 （キ ャ ン デー，ヌ ガ ー

等）

ア イ ス ク リーム ，シ ャ
ーベ

ッ ト類

肉まん じゅ う

　

　

　

　
　

　

　

ラ

　

ラ

　

　

食
べ

た

事

が

な

い

55555

嫌

　
　

　

　
　
い

44444

ふ

　

　
つ

　

う

33333

好

き

な

方

だ

22222

特
に

好
き
な
食
べ

物

11111

　

　

　

　
　

　

　

（

（
　

（
　

（

（

図 1−i．調査票 の 内容 （質 問 1）

質問 2

1．

2．

　 次 の 質聞 に お 答 え下 さい
。

　　（1．2，の うち，どち らか あなた の お 考 えに 近い

方に ○をつ け て 下 さい ）

市販 の ケ ーキ の 甘 さは 　　　　　　1．思 う

「甘すぎる もの が 多い 」 と　　　　 2．思わ ない

市 販の ジ昌一
ス や ア イ ス ク リーム 　　1．思 う

は 「甘すぎる ものが 多い 」 と　　　 2．思わ ない

図 t・−2　調査票 の 内容 （質問 2）
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表 2． 7 嗜好因子 の 「好き」「ふ つ う」「嫌い 」の 割合一年齢 階層別 ・地 域別一
1978年デー

タ よ り （％）

全体 10代 20代 30代 40代 50代 60代 北海 道 東北 関東 北陸 東海 近畿
中国
四国

九 州

和 　　　風

好 　 　き

ふ つ う

嫌　 　い

78．318
．13
，6

58．4＝

30，0U
．6＋

73．r22
．24
．7

79．917

．72
．4

83，1＊

16．10
．8冨

86．O＊ 91．5＊

ユ3，2　 8．2
0．8i　 O．3房

79．318
．02
，7

82．1
ユ5，42
．5

79，716
．73
．6

75．520
．54
，0

80．5

ユ5．24
，3

76220

．13
．7

76．42D
．03
．6

73．025
，4

ユ．6

洋

　 　 好 　　 き　 55．7

風 　ふ つ う 　20．7

　　 嫌　　い 　 23．6

86．8＊　81．0＊　61．5＋ 　39．5匿　35．3＝　24．3−

10．3　　15．2　　22．4　　27．4　　27，1　　23．0
2．9己　3．8＝　16．1＝　33．1＊　37．6＊　52，7＊

51．823

．624

．5

49．2　　63．2 ＊
　43，0｝　52，9　　55．6

22，4　20．5 　26、5　ユ9、8　2ユ．2
28，4＋

　16，3＝　30．5＋
　27．3＋　23．2

45．8＝　62．3
19．9　 16．4

34．3＊　21．3

　　　　　 好　　き　81．O
こ っ て り 　ふ っ う 　9，8

　　　　　 嫌　　い 　 9．2

85．2＊
　85、8＊

　85．1＊　79．8
6．3　 8．6 　 8．4 　ユ1．3
8，5　　5、6i　6．5扁　8．9

79．5　　69，5昌　86．7
12．0　 12．7　　　8，0
8．5 　17．8＊

　 5．3

82．57
．89
．7

82．9　　76．2
10．1　　10．6
7．O一工3、2

80．4　　79．6　　78．7　　80．9
8．1　　10．4　　11．3　　10．4

11．5＋ 10．0　10，0 　　8，7
I　 　 　 　 　 l 11 1

甘 　　 味

好　　き

ふ つ う

嫌　　い

59．823
，117
，ユ

81．6＊

14，24
．2昌

69．1＊ 50，0＝

19．3　 28．9
11．6i　 22．0＊

49，5＝

27．622
．9＊

5工．5二

28．220
．3

54．6≡

21．923
．5＊

55．325
，119
．6

59，325
．015

，7

61．322
．516
．2

57．622
．519
、9

57．422
，120
，5

63、1÷ 53．4＝

22，1　 26．1
／4．8　 20．5＊

61、825
．2

ユ3．O

　 　 　 　 　 　好　　 き　 46．6
酸 　　　　味 　　ふ つ 　う　14．2

　 　 　 　 　 嫌　 　い 　 39．2

46．3 　53．5＊

17．5 　14，9
36、2　　31．6噐

51．7＊
　43，8

11．2　　14．3
37．1 　 41．9

39．7＝　43．5　　46．4
ユ4，1　 12．9　　18．8
46．2＊　43．6÷ 　34，8

52、6＋
　48．8

10．0 　ユ3，3
37．4 　37、9

42．415
、242
．4

45．4　　44．6　　43．5　　48．6
14，6　 14．2　 14，3　 23．0
40．0　 41，2　 42．2＝　28．4

　　　　　 好　　き　 27．9
ス パ イ ス 　 ふ っ う　35．8

　　　　　 嫌　　い 　36，3

27，0　　32，3＊

　31．8＋　28．9
3ユ，2　　39，2　　40．6　　37．4
41．8＊　28．5昌　27．6耳　33．7

26，2　20．3＝　ユ9，3
35，8　　30．5　　44．7
38．0　　49．2＊　36．O

24．0　　32，2 ＊　22．0
33，9 　35．6 　35，3
42．1＋　32．2　　42．7

25．9　　29，8　　22．3−＝　24．9
33．0　38．4 　32，6 　38．9
41．1＋　31．8＝　45，7＊　36．2111l 　　　　 I1 　　　　 1ll 　　　 Il 　　　 I 　

ア ル コ ー
ル

好　　き

ふ つ う

嫌　 　い

41．ユ
12、646
．3

28、0＝

12．359
，7 ＊

50．9＊

14．434
．7＝

50．1＊

13．236
．7；

42．712
．944
．4

42．4
ユ2．944
．7

32．3＝

9．558
，2＊

43．418
．538
．1

37．514

．148
．4

42．313
．744
，0

45．011
．343
．7

42，69
．947
．5

41，713
．245

．1

36．ζ 42．1
9．554
．r 潟

14，243
．7

幸 1％有意で多い ＋ 5 ％有意で 多い

m ．解析方法とその 結果

1． 年齢階層別の嗜好因子からみ た特徴

＝1 ％有意で 少い

　第 1 報で 述 べ た 7 つ の 嗜好因子に 対 し個 々 人が全対象

者 と比較 し ．1．「好 き」，2．「ふ つ う」，3．「嫌 い 」，の

い ずれ に 属するか を定め ，年齢階層別の 嗜好因子 か らみ

た 特徴を見 た 。

　 1） 解析方法 （嗜好因 子の 尺度化）

　食品の 好み の 相対的関係を 捉え る た め ，145 食品 の 好

み の 平均値が ，正規分布に 従うと仮定 し た 時，「好き」

「ふ つ う」 「嫌 い 」 を そ れぞれ 1／3の 人 数割合 に な る様に

尺度化す る 。

　個 々 人 に つ い て ，あ る嗜好因子 iの 代表質問
9

の 得点

を合計す る。即 ち，食品に 対 して の 好 み に 関す る質問 1

で は ．質問 の 得点 （1 ，2 ，3 ，4 ，5 ）を，味付け の

好 み に 関す る質問 2 で は，質問 1 と 同様の 重み づ け の た

め得点 （1 ．2） を 2 倍した もの を ，それぞれ 足 し合 わ

せ ，合計値 Si を求め る。 各人 の 嗜好因子 iに お け る 位

置 を 次の 定義 に よ り定め る。

　合計値 Si を代表質問数 Ni で 割 っ た各人 の 嗜好 因 子

三 の 平均値 μi に つ い て

60

5％有意 で 少 い

　　　　　μi＜ 3 一
σ i／2 ・・・…　1．　好 き

3 一
σ i／2≦ μi＜ 3 ＋ σi／2 ・・・…　2．　ふ つ う

3 →
一
σi／2 ≦ Sti　　　　　　　　・・・…　3．　嫌 し ・

　 但 し，σ三； 0．8〃 齎「 0．8 は 因子分析に 用 い た 145食晶

　　　　　　 の 標準偏差

と定義す る。

　 磐好 因 子 か らみ て 年齢別 に ど の 様な特微があ る の か を

見る た め に．対象者を上 記 の 3尺 度に 分類して ，それぞ

れ の 尺度に 属す る 構成 比 を 求め た。即 ち 3 尺度化した 7

つ の 嗜好因子 と年齢階層の ク 卩 ス 集計を行な っ た 。 更 に ，

結果 の 安定性を見るた め に 1978年．1980年，1982年 の 3
時点 に つ い て 上 記 の 処理を行な っ た。

　2） 結　　果

　1978年調査 に お け る解析結果を 表 2 に 示 す，1980年，
1982年調 査 に つ い て も同様に 処理 した。表 2 よ り多 い 方

に 有意差が ある場合 と ， 少な い 方 に 有意差がある 場合が

あ る 。 各年齢階層別 の 特徴を捉える際 ，こ の い ずれ の 面
か ら も捉え る こ とが で きる が ， 嗜好の 特徴をみ る とい う

観点か ら，「好 き」及 び 「嫌い 」 割合が 多い 方に 対 して

有意差 が つ い た もの の み 選 び 出 し，そ の 結果 を表3 に 示

した 。 但 し
， 表 3 は，1978年，1890年．1982年 の 調査を

（261）
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表 3．　 7 嗜好因子の 「好 き」 「嫌い 」 の特徴 表 4．　 7嗜好因子の 分岐年齢
1982年 データ

代

代

代

代

代

代

O
　

OO

　

OO

　

Q

1
　
2
　

3
　

4
　

5
　

6

　

年

齢

階

層

道

北

東

陸

海

畿

四

州

海

　

　

　

　

　

・

北

東

関

北

東

近

中

九

　

地

　

　

　
域

飆 欟 髱 腓 酸味 殺 三  嗜好因子 と代表質 問

XX

○

○

○

○

○

○

×

×

×

○

○

○

×

×

○

OO

　

×

xOO

　

　
×

　

○

○

　

×

×

○

Ox

×

×

×

和

　

　

X

Oxx

×

○

O

　

　

　

x

　

O
×

xO

×

○

○

×

○　工978年，1980年，1982年の 調査中 2 回以上 「好 き」 割合

　 が有意に 多か っ た もの （5％以上）

X　1978 年，1980年，1982年の 調査 中 2 回以上 「嫌 い 」 割合

　 が有 意に 多か っ た もの （5 ％以上）

通 して 2 回以上 ，5 ％以上 の 有意差が つ い た もの を 表示

し て あ る。

　 3 回の 調査 の 解析結果 は極 め て安定 し て い る 。 即 ち，
10代の 特徴 は ，「洋風」，「こ っ て り」．「甘味」好きで あ

り．「和風」，「ス パ イ ス 」，「ア ル ＝ 一ル 」 嫌い で あ る。
20代 に なる と食 の 嗜好 の 幅が りを見せ ， r和風」嫌 い な

点 を 除けば，他は全て 好 きで あ る。30代 に な る と，10，
20代 で 見 られ た 「甘味」好き

『
が 「甘味」嫌い に 変わ っ て

い る 点 ， 及 び 「和風」嫌 い が40代 に な る と 「和風」好き

に変換す る間隙 に 位置して い る こ とが 判 る。40代に な る

と 「和風 」 好き．「洋風 」 嫌 い とい っ た 嗜好 の 変化が 見

られ る。50代 に なる と 「和風」 の み好み，「洋風」，「甘

味」．「酸味」の 因子が嫌い に な り嗜好 の 1幅が 著 し く小 さ

くな る こ とが 判 っ た 。
6D代 で は，「和風」 の み 好み ， 他

の 全 て の 因子 に 対し て嫌 い とな っ た。

　 こ れ ら の 結果 か ら嗜好因子か らみ る と年齢階層別 に 連

続的 に 好み が 変わ る こ と，そ して和風因子．甘味因子 に

そ の 変化 が 最初 に表われ，次い で 洋風，こ っ て り因 子 に

好 み の 変化が表われ る こ とが判 る 。

　2．　 嗜好の分岐年齢

　
一般的に 嗜好が変わ る とい う場合 は ，好 ぎ な食品が 好

きで な くな る ．あ るい は あ ま り好 きで な い 食品が 好 きに

な る とい
っ た場合 に 使われ る 。 即ち，好きと嫌い の 関係

に 変化が 生 じた場合 に 使用 され る。そ こ で 7つ の 嗜好因

子 の 代表質問 に 含 まれ る 計42食品に つ い て各食品 ご とに

そ の 関係を 見た。
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　1） 解析方法 （分岐年齢 の 抽出）

　1982年調査結果に お い て，7 つ の嗜好因子を 構成す る

42食品 ご とに
， 年齢階層別に 「特に 好き」及 び 「好 き」

と答えた入 と 「嫌い 」 と答えた 人 との 比率．X1，　 X2
，

X3 ．　X4 ，　 X5 ，　 X6 （Xi ： i ； 1 なら 10 代の 比率を 表 わ
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　す） を 求 め．全体の 比率 X と比較す る 。
こ こ で ．Xl ，

　X2．　 X3 ，　 X4 ，　 X5 ，　 X6 と年齢階層順 に 並べ た 時，　 X と

　比較 して Xi≧X の 時を （十 ），　 Xi＜X の 時 を （一） で

　表 わ す。（＋ ）と （一） の 関係 が ，ある年齢階層を境に

　逆転す る時を ， そ の 食品に 対す る嗜好の 分岐年齢と した。

更 に ，結果 の 安定 f生を見 る た め 1978年．1980年 に つ い て

　も同様な解析を試み た 。

　　2） 結　　果

　　7 嗜好因子 の 代表質問で あ る42 食 品 に つ い て，上 記方

法で 求 め た 分岐年齢 の 解析結果を表 4 に 示 す （1982年デ

　ータ）。

　　和風因子 を構成す る 9食品 で は ，お で ん が 10代 と20代

　の 間に 分岐年齢 が 存在す る が，そ れ以外 の 8 食品は い ず

れ も20代と30代 の 間に 分岐年齢が存在して い る。

　 洋風因子 を構成す る10食 品 に つ い て は ，い ずれ も30代

と40代 の 間に 好み の 分岐年齢が ある こ とが わか る。

　　こ っ て り因子を 構成す る 5 食品 に つ い て は 焼 き肉．と

ん か つ が40代 と50代 の 間で ，（＋ ） か ら （一） の 方 向 に

変わ る
。 すき焼きは ，10代，20代 で は 相対的に好 まれ ず

30代以上 の 高年齢層に 好 まれ．20代と30代の 間 で 好 み が

変わ る。酢豚 に つ い て は 10代 と20，30，40代で （一） か

ら （＋ ）へ 変 わ り，50代以上 で 再 び （
一
） に な る。酢豚

の 例 は 食品 の 好 み は 加齢 と共 に 好 ま れ る，あ るい は 好 ま

れ な くな る とい う単純 な 関係で は ない こ と を示 して い る 。
こ の 様 な 例は ．後述する よ うに ，ア ル コ ー

ル 因子を構成

する飲料 で 顕著に 示 され る。

　 甘味因子を構成す る 8 食品に つ い て は 洋菓子 ，
ア イ ス

ク リーム ・シ ャ
ーベ

ッ ト，プ リ ン，コ コ ア ．ジ ュ
ー

ス ，
カ ル ピ ス の 乳脂肪を含む洋風系甘味食品 は 若年齢層ほ ど

好 まれ．年齢が 高 くな る に 従 っ て 相対的に 好まれ な くな

る 。 和菓子．煮豆 ・きん とん の 糖 ，で ん ぷ ん 系の 和風系

甘味食品は ，洋風系甘昧食品 とは 反対 に 若年齢層に は あ

ま り始 まれず，年齢が 高くな る に 従 っ て始 まれ る よ うに

な る 。

　酸味因子は 酢 の 物，夏み か ん の 2 食品 か ら構成 され て

お り，それ ぞれ加齢 と共 に 好み が 増大，減少と逆 の 関係

とな るが ．い ずれも20代と30代 との 間に 分岐年齢が 存在

す る。

　 ア ル コ ール 因子は 4 飲料か ら構成され て い るが 年齢 と

嗜好 と の 関 係 は か な り特徴的 で ある 。
ビール ，ワ イ ン に

見られ る よ うに 10代か ら20代に か け て好み が 増 し，40代
と50代を境 に 再 び好まれなくな る も の ，また 洋酒 の よ う

に ．30代以下 の 若 い 層に 好まれ 40代 に 到達す る と相対的

に 好 まれな くな る も の もあ る。更 に ，．日本酒 で は 10代が

根対的 に 好ん で い ない 。ア ル コ ール 飲料は 10代 は 洋酒派，

　62　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （263 ）

20 代．30代は な ん で も派，40代．50代 は 日本酒派とい え

　る。ア ル ＝ 一ル 因子 の 場合，嗜好 の 分岐年齢 と い う意味

　で は 10代 と20代．及 び 40代 の 2 箇所に 存在す る。

　　ス パ イス 因子は 4食品 か ら構成され る 。 七味唐辛子，

胡椒．マ ス タ ードは 若年齢層に 好 まれ．前2 食品は 40代

　と50代 の 間 に
， 後者は30代 と40代の間に 分岐年齢が 存在

　す る。

　　以 上嗜好 の 分岐年齢 に つ い て 各嗜好因子 ご とに 検討 し

た が．全体像を把握 しに くい
。 そ こ で 嗜好因子を構成す

　る 42 食品に つ い て ，「好まな い 」 か ら 「好む 」 へ 変化す

る 食品．及び 反対に 「好む」 か ら 「好まな い 」へ 変化す

　る食品の 内容 と，各分岐年齢 に お ける そ れぞれ の 発生頻

度 を 図 2 に 示 した 。

　　こ れに よれば，「好まない 」 か ら 「好む 」へ の 分岐年

齢 は 20代 と30代の 間 に ほ とん ど集中 して い る。そ し て そ

こ に 含 まれ る 各嗜好困 子 に 属 す る食 品 を見 る と，ほ とん

ど和風 イ メ ージ の 強い 食品 で構成 され て い る 。 （例 え ば，
20代 と30代 の 間 に 分岐年齢 の あの ス パ イ ス 因子の 山椒．
こ っ て り因 子の すき焼 き）。

　 次 に 「好む」 か ら 「好 まな い 」へ の 分岐年齢 は ピーク

が 30代 と40代 の 間1，e ある 。そ して ．各嗜好囚子に 属す る

食品 を 詳細 に み る とほ とん ど洋風 イ メ ージ の 食 品 で あ る
。

　（例 え ば ，30代 と40 代の 間 に 分岐年齢 の あ る甘味因子 の

洋菓子 ，
ジ ュー

ス ，ス パ イ ス 因子の マ ス タ ード）。

　 以上 の こ とを まとめ る と．嗜好の 分岐年齢 と し て は

　「好 まな い 」か ら 「好む」 に な る こ と に まず現われ る。
そ して その ピーク は20代 と30代 の 間に あ る。順 に 見 て い

くと，10代か ら20代の 閤 に ビール ，ワ イ ン ，日本酒 とい

っ た ア ル コ ール 飲料 を経験す る こ と に よ りこ れ らを 「好

む」 よ うに な る 。 こ こ で 次 の ピー
ク の 主な構成 因 子 で あ

る．和風因子 の お で んが 登場す る の は 興味深 い
。
20代と

30代の 間に は ．お で ん を除 く和風因子を 構成す る食品が

全 て こ こ に 含まれ て い る。30代と40代 の 間で は 甘 味 因 子

の 中で 和風 イ メ ージ の 強 い 和菓子 ，煮豆 ・ぎん と ん が 出

現 し て い る 。

　 「好 む 」 か ら 「好 ま ない 」 へ 変化す る分岐年齢は や や

遅れ て まず．甘味因子に 顕著に現われ る 。 そ の 内容は ，
ア イ ス ク リーム ・シ ャ

ーベ
ッ ト，カ ル ピ ス ，プ リン ，コ

コ ア で あ il　s い ずれ も洋風系甘味食品で ある 。 そ して ．
30代 と40代で洋風因子を構成 し て い る全食品 をは じめ ．
多 くの 食品 が 「好 まない 」 に な り．分岐年齢 の ピ ー

ク を

迎え．て い る 。

　結局．嗜好 の 分岐年齢と して は 子 供 か．ら成人 へ の 嗜好

の 変化 （「好 まな い 」 か ら 「好む 」 trこ変わ る こ とで 特 徴

が 捉え られ る） と，成人か ら老年へ の 嗜好 の 変 化 （「好
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図 2，代表食品 の 噛好の 分岐年齢 （1982年デー
タ）

む」 か ら 「好まない 」 に変わ る こ とで 特徴が 捉 え られ

る）の 2 つ の 分岐年齢が存在 し．前者 は 20代 か ら30代 の

間 に ，後者は 30代か ら40代 の 間 に 存在す る とい え よ う。

　3． 地域別の 嗜好因予 か ら見た特徴

　1） 解析方法

　前述 した 「1．年齢階層別 の 嗜好因子か らみ た 特徴」

と同 じ方法を用 い て 3 尺度化 した 7 つ の 嗜好因子 と，地

域別 の ク ロ ス 集計を行 な っ た。結果 の 安定性をみ る た め

1978年．1980年，1982 年 の 3 時点 に つ い て 上記の 処理 を

行な っ た。

　2） 結　　果

　1978年調査に お け る解析結果を表 2 に 示す 。
1980年，

1982年調査 に つ い て も同 様に 処理 した
。 表 2 よ り多 い 方

に 有意差が ある 場 合 と，少ない 方 に 有意差が あ る 場 合

があ る。年齢階層別 の 解析の 際と同様 に，「好き」及 び

「嫌 い 」 の 割合が多い 方に 対して有意差 が つ い た もの の

み 選 び 出 し，そ の 結果を表 3に 示 した 。 但 し．表 3は ，

1978年．1980年，1982年 の 調査を通 して 2 回以上，5 ％
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以 上 の 有意差 が つ い た もの を褒示 し て あ る
。

　地齢別 の 特徴は年齢階層ほ ど明確で な い が次の 特徴が

あ る 。

　 先ず ， 北か ら南へ と地 理的位置に よ っ て 連続的に 嗜好

が変化す る もの では な い
。 例えば ， 表 3 の ス パ イ ス 因子

に み られ る よ うに ，北 か ら南へ とみ る場合，関東で 「ス

パ イ ス 」好ぎ， 北陸 ， 東海で 「ス パ イ ス 」嫌い
， 近畿で

「ス パ イ ス 」 好 き，そ して 中国 ・四国で 「ス パ イ ス 」嫌

い とい うよ うに 「好ぎ」 「嫌い 」 の 関係が 連続的 で な い

こ とが わ か る 。

　 次 に
， 地 域 ご とに そ の 特徴を 述べ る 。 北海道 は 「ア ル

コ ール 」好きに の み 有意差があっ た 。 東北は 「ア ル コ ー

ル 」好 きに 加 え て 「酸味」好きで あ っ た。関 東 は 「洋

風」，「ス パ イ ス 」好 きで あ り，北陸 は 関東と は 反 対 に

「洋風」 「ス パ イス 」嫌い で ある 。 東海 は 「洋風」「ス パ

イ ス 」 に 加え て 「こ っ て り」嫌い であっ た 。 近畿は 「甘

味」 「ス パ イ ス 」好ぎ，中 国 ・四 国 は 「洋風」 「甘味」

「ス パ イ ス 」「ア ル コ
ー

ル 」 嫌 い で あ っ た。九 州 は 「好

き」「嫌 い 」 の い ず れ に お い て も，有意差 の み られ た 嗜

好因子 は なか っ た。興味 の あ る点は 北海道 ，東北，関東，

近畿は 厂好 き」 とい うこ とで 特徴が捉えられ る 地域 で あ

り，北陸．東海，中国 ・四 国 は 「嫌 い 」 とい うこ とで 特

徴が 捉 え られ る地 域 で あ る 。 又，あ る嗜好因子で は 「好

ぎ」 で ，別 の 嗜好因 子 で は 「嫌い 」 と い う ふ う に 「好

き」 「嫌 い 」 の 両面 で 特徴 の み られた 地域 は なか っ た 。

　第 3 点として嗜好因子か らみ て 「好き」「嫌い 」 に分

か れ た 地域が多か っ た の は洋風 因子 と ス パ イ ス 因子 で あ

っ た 。

　4． 地域の嗜婿 の 類似性

　 こ の よ うに 嗜好 の 変化は 連続的で は ない が，都市圏に

「洋風」，「ス パ イ ス 」好きの 特徴が み られ た よ うに，嗜

好 の 似 て い る地域 ， 似て い ない 地 域が存在す る と思わ れ

る 。 そ こ で ，「同 じ好みを 示す食品」 の 地域 の 相互 関係

を捉 えた 。

　1）　解析方法 （「同 じ野み を示 す食品」 の数 の抽出）

　分岐年齢を求め た 時 と同様に ．1982年調査結果 に お い

て ，7 つ の 嗜好因子を構成す る42食品 ご とに ，地域別 に

「特に 好き」及 び 「好き」 と答えた人 と 「嫌い 」 と答え

た 人 との 比率，X1，　 X2，　X3 ，　X4 ，　 X5 ，　 X6 ，　 X7 ，　 X8

（Xi ： i ＝ 1 な ら北海道 の 比率） を 求め ，全体 の 比率 X

と比較す る 。
x と比較 して Xi≧x の 時を （＋），　Xi＜x

の 時を （
一
）で表わ す e8 地域の 中か ら 2 地域を取 り出

し．両 地域が （＋ ）（十 ）又 は ，（
一
） （一）で あっ た食

品を ，両地域 とも類似 した好み を示す 「同 じ好み を示す

食品」 と し て カ ウ ン トし た。

表 5−1．　 「同 じ好み を 示す食品」 の 数 とその 検定結果

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　1982年デ ータ

地
九
州

中
・
四

近
畿

東
海

北
陸

関
東

東
北

北
海
道

域

＊ 1　％ig意で 多い

＝1 ％有 意で 少い

＋ 5％有意 で多 い
一

5 ％有意で少 い

表 5−2．　 地域 の相互関 係
1982 年データ

64

地 域 　 嗜好 の似て い る地 域 嗜好の似てい な い地 域

北 海 道
一 一

東 北
一

東海，中国 ・四国

関 東 冖 中国 ・四 国，東海

北 陸 中国 ・四 国，東海 『

東 海 中国 ・四 国，北陸 東北，九州，関東

近 畿   一

中 ● 四 東海，北陸 関東，東北

九 州
一

東海

表 6．地 域の 相 互関係

地 域 嗜好・ 似て い ・ 贓 廟 ・ 似・ い な・轍

北 　 海　 道

東　　　 北

関　 　 　 東

北　　　 陸

東　　　 海

近　　　 畿

中　　　 四

九　 　　 　州

東北

北海道

東海

北陸

東海

中国 ・四国，東海

関東， 東北

関東

1978年，1980年，1982年 の 調査中 2 回 以上 5 ％以上 で 有意差

の現われ た関係 を表示

　 「同 じ好み を 示 す食品 」 の 数が 多ければ ，そ の 2 地域

は 似 た嗜好を 示す地域 と考えられ る 。 そ こ で ． 「同 じ好

み を示す食品」数が42食品 の 半分 よ り多い か 少ない か を ．

判断基準 と し た 。 検定 に は ，
2地域 の 「同 じ好み を示す

食品」 数 の42食品 と の 比 率と 0．5 とで 百 分率 の 検定 を 行

な っ た。結果 の1安定性を 得 る 為 に ，1978年，1980年，
1982年の 3 回の 調査iに つ い て 同様 の 処理を行 な う。

　2） 結　　果

　表5−1 に 1982年調査 に つ い て 2 地域 間 の 「同 じ好み を

示す食品」数とその 検定結果を示す 。 表 5−2 は ， 表5一ユ
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表 7−1．嗜好の 似て い る地域 （北陸
一
東海） 1982年デ ータ

和 　　　 風 1 洋 　　 風 甘 　 　 　 　 味 1・ 1・ て り レ・レ・
一

ル 1 ス 刈 ス 1酸 　 　 味

ごは ん 肉ま ん じ ゅ う　 （一） 称菓子 焼肉　　 （
一
） ビール （

一
） 七味唐辛子 （

一
） 酢の 物

野菜の 煮物（一） ホ ッ ト ドッ ク 洋菓子 　　　　 （一） 鶏 の 唐揚げ （
一
） ワ イ ソ （一） マ ス タ ー

ド（
一
） 夏み か ん（一）

焼 魚 ス パ ゲ ッ テ ィ　 　 （一） 豬 《ITム ’
（一） 酢 豚 　　 （

一
） 洋酒　（一） 山椒 　　 （

一
）

お で ん ピ ザ パ イ　 　 　 （一） プ リソ とん か つ 　（
一
） 日本酒（一） 胡椒 　　 （

一
）

ご まあえ サ ン ドイ ッ チ　 （一） コ コ ア す き焼 き

み そ汁　 （＋） シ ューマ イ　 　 （一） ジュース 　　　 （一）

豆 腐 ギ ョ
ー

ザ 　 　 　 （一） カ ル ピ ス 　　　 （
一
）

漬物 　　 （
一
） ク リーム シ チ ュ

ー
（
一
） 煮豆 ・きん とん

魚 の 干物 　（
一
） グ ラ タ ソ

ハ ン バ ーグ 　　 （
一
）

（＋ ） 両地域 とも全 国平均 よ り好む （
一
） 両地域 とも全国平均よ り好 まない

表 7−2．嗜好 の 似 て い な い 地 域 （東北一東海） 1982年データ

和 風 1 洋 風 甘 馴 ・ ・ て り レ… 一
・レ レ ・・ イ ・ 1酸 味

ごは ん

野菜 の煮物

焼魚

お で ん

ごまあえ　（一）

み そ汁　　（＋）

豆 腐

漬物　　　（一）

魚の 干物　（
一
）

肉まん じ ゅ う

ホ ッ ト ド ッ ク

ス パ ゲ
ッ テ ィ

ピ ザ パ イ

サ ン ドイ ッ チ

シ ＝一
マ イ

ギ ョ
ーザ

ク リーム シ チ ュー

グ ラタ ン

ハン パ ーグ

（一）

（一）

和 菓予

洋菓子

ζ驚く1下ム ’
（一）

ブ リ ン 　　　　 （一）

コ コ ア

シ a
一

ス

カ ル ピ ス

煮豆 ・きん とん 　（
一
）

焼 肉

鶏の 唐揚げ

酢豚

とん かつ

すき焼き

ビール

ワ イン

洋酒

日本酒

七 味唐辛子

マ ス タ ード

山椒

胡椒

酢の 物　（
一
）

夏み か ん

（十）　両地域 とも全国平均よ り好む （
一
） 両地域 と も全 国平均 よ り好 ま ない

表 7−3．嗜好 の似て い ない 地域 （関東
一
中国 ・四国） 1982年データ

和 風 1 洋

i

風 1 甘 味 ・
・ て り レ・レ ・ 一

・レ 1ス パ イ ス 酸

ごは ん

野 菜の 煮物

焼魚

お で ん

ご まあえ

み そ汁

豆腐

漬物　　　 （＋ ）

魚 の 干物

味

肉ま ん じ ゆ う

ホ
ッ ト ドヅ ク

ス パ ゲ ッ テ ィ

ピザ パ イ

サ ソ ドイ ッ
チ

シ ユ
ーマ イ

ギ ョ
ーザ

ク リーム シ チ ュー

グ ラ タ ソ

バ ソ バ ーグ

和菓子

洋菓子

ア イス ク リ
ーム ・

シ ャ
ーベ

ヅ ト

プ リ ン

コ コ ア

ジ ュース 　　　　（一）

カ ル ピ ス

煮豆 ・
きん と ん

焼 肉

鶏 の 唐揚げ

（＋ ）

酢豚

とん か つ

す き焼 き　（＋ ）

ビール （
一
）

ワ イ γ （
一
）

洋酒　（
一
）

日本酒（一）

七 味唐辛子

マ ス タ
ード

山椒　　　（
一
）

胡椒

酢の物　（＋ ）

夏みか ん

（＋ ） 両地域 とも全国平均よ り好む （
一
） 両地 域 と も全国平均 よ り好ま ない

か ら 5 ％以上有意差 の つ い たもの を抜 き出 した もの で あ
る e

　更 に ，表 6 に は 1978年，1980年 ，
1982年 の 調査に お い

て 2 回以上共通 して 5 ％以上有意差 の つ い た地 域 を 示 し

た。 3 回 の 調査 に お け る地域間 の 類似性は 必ず し も安定

した もの で は な い が ．お お よその 関係は こ の 結果か ら述

べ られ る 。

　 i） 嗜好の 似 て い る地 域

　表 6 よ り ， 北海道一東北，及び北陸一東海 の 閻が嗜好

が 似 て い る地域 であっ た 。 詳細に 検討す るた め ，42食品

に つ い て各食品 の 「好 き」賺 い 」 の 関係を．北 陸一東
海 を 例に し て 表7−1 に 示す （1982年デー

タ ）。 r洋 風」
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「甘味」「こ っ て り」 「ア ル コ ール 」 「ス パ イ ス 」を構成

す る食 晶 に お い て い ず れ も他 地 域 に 比 較 し 「嫌い 」 な こ

とで 類似して い る こ とがわ か る 。 そ して 「同 じ好み を示

す食品」 は42食品中29食品と多数 に の ぼ る。北海道
一

東

北 に つ い て は 「ア ル コ ール 」「ス パ イ ス 」 カミ 「好ぎ」 で

類似し て い るが他の 因子に お い て は顕著な類似性は 認 め

られ な い 。

　 ii） 嗜好 の 似 て い ない 地域

　表 6 よ り，東北
一

東海，関東一東海，及 び，関東一中

国 ・四国間が嗜好の 似て い ない 地域で あ っ た。東北
一

東

海間 （表7−2）で は 1982年に お い て42食品中，「同 じ好み

を示す食品」 は 10食品 と数が少な い
。 そ し て ，当然の こ

とな が ら類似性 の 高い 嗜好因子 も存在 しな い
e 関東

一
東

海問をみ る と42食品 中，「同 じ好み を 示 す食品」 は 11食

品 で あ る。特 に ア ル コ ール 因子 4 飲料カミい ず れ も 「嫌

い 」 で ある こ とに 特徴が ある 。 関東
一

中国 ・四国聞 （表

7−・3） も10食品と好み が似て い る 食品 が 少な く，且 つ ，

ア ル コ
ー

ル 因子 の 4 飲料が い ず れ も 「嫌い 」 で あ る こ と

が ，関東一東海間の 関係と似て い る。そ して ，こ っ て り

因子 5食品 の うち 2 食品が 「好 き」 とい う点 に 特徴 が あ

る。

表 8． お で ん の 「特に 好ぎ」「好き」 と 「嫌い 」 の 割合

　　　　　　　　　　　　　1982年データ よ り （％）

Ir歓 好 き」・ 「好訓 r嫌 い 」

全　 体 1 54、7 2，5

IV．考 察

OOOOOOユ

2n

δ

45

ρ
0

代

代

代

代

代

代

51．953
．152
．155
，257
．159
，3

5，82
，22
，41
．61
．02
．2

　本研究で は ， 年齢階層別 に 因子分析を 行な っ た 結果，

各年齢階層に 共通 な嗜好因子が 存在す る こ とを確認 し，

デ モ グ ラ フ ィ ッ
ク 特性 と嗜好因子を組み合わせ て 嗜好 の

特徴を捉えた と こ ろ に ユ ニ ー
ク さが あ る。しか し ながら

食品 の 嗜好 は ，デ モ グ ラ フ ィ ッ ク 特 性 と嗜好 因 子 か らす

べ て 説明で ぎる もの で は ない 。た とえば，日常喫食さ れ

て い るみ そ汁は，使用され て い るだし （か つ お 節 ，い り

こ だ し） の 風味に よ っ て，地 域差が ある こ とは よ く知 ら

れ て い る 。 山 口 。 高橋6）
は 5 原味 （甘，酸，塩，苦 ，旨

の 各原味）と嗜好の 関係に つ い て ，原味を含む複合体と

し て の 食品 に お い て ，は じめ て 嗜好が生 じる と述 べ て い

る 。 そ して ，好き，嫌 い に つ い て 風味が大きく関係し て

い る こ とを 示 した。本報告 で ，甘味因子 の 嗜好につ い て ，

乳脂肪を含む洋風系甘味食品が 若年齢層 に 好 まれ ，糖 で

ん ぷ ん 系甘味食品が年齢が高 くな るに 従 っ て好まれ る こ

とを報告した が ， 風味 が 嗜好 に 影響 し た 結果とも解釈 で

き る。

　嗜好 の 分岐年齢 に つ い て は
一

般的 に は い ろ い ろ述 べ ら

れ て い るが，数量的に 確認 され た 報告 は な い
。 本 報 告で

は ， 「好 ぎ」 と 「嫌い 」 の 相対 的な関係で 分岐年齢 を見

る こ とで ，鮮明 に分岐点 が存在す る こ とを示 した 。 通 常，

た とえばあ る 年齢階層 に お い て ．「好 き」 な 人 が 多 け
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れば 「嫌い 」 な 人 は少な い と考え られ る。従 っ て ，「好

き」 な人 の 割合 で 分岐年齢 を論 じて もよい と い う考え が

当然生 じ る
。

し か し ， 表 8 に 示す よ うに ，和風因子を構

成す る 食品で あ る 「お で ん 」 の 例 で は ，「特 に 好 き1 及

び 「好き」 の 割 合 は10代か ら60代 に か けて 各 々 ，51．9％．
53．1％，52．1％，55．2％，

57．1％ ，
59．3％と年齢階層に

よ り大きな差 は ない 。一
方，「嫌い 」 の 割合 は 同 様 に ，

5．8％，2．2％，2．4％，L6 ％，1．0弩，2．2％ と10代 に 多

い
。 「特 に 好き」及 び 「好き」 の 割合 と，「嫌い 」 の 割合

の 比率を 見 る こ と に よ り，初め て 嗜好 の 分岐年齢が 明確

に 捉 え られ る。

　地 域 の 嗜好 に つ い て は ，嗜好因子の 「好き」 と 「嫌

い 」 の 関係か らだけで は は っ きりした こ とは 言 い 難い が ．

個 々 の 食品を 「好 む 」「好 ま な い 」 の 関係を見 る こ と に

よ っ て ，嗜好 の 近 似す る 地域 が存在す る こ と が わか っ た。

こ こ で は 代表42食品か ら近似性 を検討して い る が，日常

の 喫食頻度を 考慮して，42食品の ウエ イ ト付け を した方

が ，一
層現実的 な嗜好の 近似性 が 捉え られ るか もしれ な

い 。

　本報告 で は 嗜好 の 形 成 過 程 に つ い て は 論 じて い ない
。

食品 の 嗜好 は 喫食経験に よ っ て形成 され る部分が多い 。

各年齢階層の嗜好は ，（1＞年齢に よ っ て 本来備わ っ て い る

い わ ば 生理 的な も の （年齢 効果），（2）あ る時点の 歴 史的

な 食環境 に よ る影響 に 起因 す る もの （時代効果），   あ

る特定の 世代 が 生涯を通 して 持 ち続け る もの （世代効果），

の 複合 した もの と考え られ る 。 嗜好 の 形成 に つ い ては ，

種 々 論 じ られ て い る 。 今後，食品 の 嗜好が ど の 様に 変わ

るか 予測す る こ とは 困難 で あるが，こ れ らの 効果 の どれ

が
一

番 大きい 影響を与え て い るか を 統計的に 把握す る こ

とが
， 本研究 の 次 の 課題 で あ る 。

V ．要 約

　本報 にお い て は ，1 ，2 節に お い て 年齢階層 と嗜好 の

関係を論 じ，そ の 中 で 加令 と共 に 嗜好 が 変わ る 中で
， 嗜

好 の 分岐年齢 が存在する こ とを示 した 。 即 ち，
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　 （1） 10代 は 「洋風」 「こ っ て り」 「甘味」好き，そ し

て，「和風 1 「ス パ イ ス 」 「ア ル コ
ー

ル 」嫌い で あ る 。
20

代 は 「和風 」嫌 い を 除 けば ，他 は 全 て 好きで あ る 。
こ の

年代の噛好の 幅が一
番広 い とい え る。30代は 「こ っ て

り」「酸味」 「ス パ イ ス 」 「ア ル コ
ー

ル 」 好ぎで あ るが ，
10代，20代で 好 まれ た 「甘 味」 が 嫌 い と な り ， 次 の 40代

が 「和 風 」好み に な る間隙 に 位置 して い る 。
40代は 「和

風」好き，「洋風」嫌い とい っ た 嗜好 の 変化 が 顕著 に 現

わ れ ，次 の 50代，60代に 近 い 嗜好に な る
。
50代 ．

60代は

「和風」好み の 点を除 くと他 の 嗜好因子が全 て嫌 い と な

る。

　（2 ） 食 品 に 対 して 「好む」 「好 まな い 」 の 関係 か ら

嗜好の 分岐年齢を 検討 し た 。嗜好 の 分岐年齢は 「好 ま な

い 」 か ら 「好む」 に 変化す る際 と，「好 む 」 か ら 「好 ま

な い」 に変化す る際 の 2 つ 存在す る。 前者は 20代か ら30

代 の 間 に 多く存在 し ，後者は 30代か ら40代 の 間に 多く存

在す る 。 そ し て ．こ れらの 分岐年齢 に最も大ぎ く関係す

るもの と して ．前者 に お い て は，和風因子 を構成す る 食

品．及び，和風 イ メ ージ の 強 い 食品，後者 に お い て は ，

洋風因子 を構成す る食品，及 び．洋風 イ メ ージ の強い 食

晶をあげ る こ とがで きる 。

　次 に ．3 ，4 節に お い て は 地域 と嗜好 の 間 係 を論 じ．

嗜好因子か らみ た 地域 の 特微を捉え，又 ，嗜好因子 を構

成す る 42食品 の 地域間の 「好む 」 「好 まない 」 の 間係か

ら地域間の 嗜好 の 類似を捉えた 。 即 ち，

　（3） 北海道 は 「ア ル コ ール 」好き，東北は 「アル コ

ール 」 「酸味」好ぎ ， 関東 は 「洋風」 「ス パ イ ス 」好 き，

北陸 は 「洋風 」 「ス パ イ ス 」 嫌 い ，東海は 「洋風 」 「ス パ

イ ス 」 「こ っ て り」 の い ずれ も嫌い な地域，近畿は 「甘

味」「ス パ イ ス 」好 きで あ り．中国 ・四 国は 「洋風 」 「甘

味」 「ス パ イ ス 」 「ア ル コ ール 」 と嫌 い な もの の 多 い 地 域

で あ る。興味の あ る点 と し て は ， 地 域で は 「好き」 で 特

徴を示す北海道，東北，関東 ， 近畿と．「嫌 い 」 で特徴

を 示す北陸，東海，中国 ・ 四 国とに 2 分さ れ た こ とで あ

る。こ の こ とは ，筆者 らが前報に お い て ，地域別 の 好み

の 偏 り度か ら，関東は積極的な好み 傾向をもつ 地域，北

陸，中国 ・四国は 好きな食品 が少な く，嫌 い な食品の 多

い 比較的保守的な好み 傾向を もつ 地域，と述べ た こ とに

当然
一

致 し．その 内容を嗜好因子か ら捉えた こ と に な

る 。

　（4 ） 地域間 の 嗜好 の 類似性を見るた め に，2 地域間

共 ， 全国平均 に 比較 して 「好む」 又 は，「好ま ない 」 と

された食品の 数 を算出 し，そ の 数 の 多 い 地域 を嗜好 の 似

て い る地域，数の 少ない 地域を嗜好 の似 て い な い 地域 と

した 。 嗜好 の 似 てい る地域 として，北海道一東北，北陸

一東海が あげられた 。嗜好 の 似 て い な い 地 域 と し て は 東

北一
東海，関菓

一
東海，関東

一
中国 ・四 国 が あげ られ た。
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